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。まず遅刊のおわびから始めなくてはならないこと
になりました。本号は 44年 7月に発行の予定でしたが，
こんなに遅れてしまいました。 origina1ityの点で大へ
んご不満のある方もおられると思いますし，ちっとも雑
誌が出ないではないかとお怒りの方もあると思われま
す。なにとぞご海容下さい。
く>，45巻のシリーズは“試み"のシリーズである」
と前号の後記に書きましたが，まさに try and error 
で，思わぬところから予定が狂うものです。たとえば特
集を多くすることは，企画としてはよろしいのですが，
単に投稿論文をならべるだけでは特集の形態をなしませ
んので，依頼原稿により形を整えることになりますが，
これが期日通りに集まらないと結局は本格的な特集が組
めないことになり，集まるまで待っていると発行がどん
どん遅れることになります。したがって刊行計画では 2
号を「移植」の特集にしていましたが，これをとりやめ， 
3号の特集を 2号にくり上げました。またそのほかの特
集企画も中止のやむなきに至り，刊行計画は計画倒れに
なってしまったわけです。
本号の巻頭は鈴木正夫名誉教授にお願いしましく〉
た。これも刊行の遅れのため時宜を失した憾みがないで
もありませんが，いま学内がやや平穏をとり戻した状態
で読んでみても，まことに興味のつきないものがありま
す。当時の学生であった編集子にはとくにそうで，ロー
マは 1日にして成らず，改革とは困難な大事業であるこ
とが痛感されます。本誌の体質改善も，あせらず，あき
らめずに努力するほかないように思います。。とにかく遅れずに出してゆこというのが編集スタ
ッフ一同の感え方で，この遅れをとり戻すために，次号
は3・4合併号，次々号は 5・6合併号とし，なんとか定期
刊行にまで回復しようということになりました。今しば
らく時間を貸していただ、きたいと思います。。本号は「脳と神経に関する研究」の特集号で，こ
の特集はすでに 6年にわたって続いていますが，いわゆ
る「特集」とは違って，特別な企画によって形態づけを
行なってはいません。もっと特定のテーマにしぼって行
なうべきだとの説もありますが，一方，その年度におけ
る本学部の，この分野の研究レベルを示すという意義も
見のがせないので，このままで良いという考えもありま
す。実際上は上述のような理由で，依頼原稿にたよった
特集は当分の聞は不可能なようです。。講座を含めて 17編の論文の内容をみると，脳電
気活動に関するもの，基礎・臨床各 1，血流に関するも
の4，血管障害と脳の臨床 1，中枢作用薬の薬理 3，神
経病理 1，脳外科および脳神経外科 3，神経と筋 2，神
経移植 lとなっており，かなり広いこの方面の研究の一
端がうかがえます。。あたらしい薬としては，抗感染薬としてセファロ
グリシン，平滑筋にたいして F効果による弛緩をもた
らす塩酸トリメトキノールが紹介されています。いずれ
は世に出るであろう薬のプロフィルをごらん下さい。そ
のほか清張ばりの鑑定余話や，高野氏のゲッチンゲン使
り (I)，石川氏の Granit博士の特別講演の報告など
もぜひご一読下さい。。本号は約 150頁になっていますが，このくらいの
厚さが最も手ごろではないかと考えます。これは投稿の
方々に強くお願いして，論文を簡潔にまとめていただい
たおかげです。論文のスタイ jレも講座を除いては一定に
いたしました。まず“まとめ"ないしは“要旨"をお読
みになって，論文の全貌をつかんでから内容にはいって
いただくようにしてあります。このスタイルは編集委員
会で知恵をしぼったあげくきめられたものですが，ご批
判いただければ幸甚です。
新しく投稿される方々には本号がひとつの参考になろ
うかと存じます。投稿規定や投稿の手引(これについて
の補遣を出す予定で目下検討中ですが)でなおご不審の
点があれば，本号にならっていただければ編集委員とし
てはたいへん好都合です。。本誌もまた編集上の過渡期にあります。必ずしも
企画通りゆかない点が今後もあるかも知れませんが，よ
ろしくご了承下さい。
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